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令和７年度第２回さいたま市入札監視・苦情検討委員会の会議概要 

 
日  時：令和８年３月２３日（月） 

午後２時００分から午後３時１０分まで 
場  所：ときわ会館５階 小ホール  
出 席 者：上野委員長、江口委員、中島委員、中村委員、溝岡委員 
事 務 局：財政局長、契約管理部長、契約管理部参事、契約課長、契約課課長補佐兼工事契約第２係 

長、契約課課長補佐兼契約管理係長、契約課工事契約第１係長、業務部管財課長、管財課

課長補佐兼契約係長他３名 
 

＜報告事項＞ 

【報告第１号 工事請負契約に関する入札及び契約状況について】 

意見・質問なし 

 

【報告第２号 入札参加停止状況について】 

（委 員） 

 電子入札における入力間違いを理由とした落札後辞退とのことだが、最低制限価格は設定していな

かったのか。 

（事務局） 

 本案件は、最低制限価格を設定していませんでした。 

＜議案＞ 

【議案第１号 工事請負契約に係る審議（一般競争入札）】 

・議案第１号その１ 

（委 員） 

 入札参加資格として、さいたま市内又は群馬県内の業者としているが、群馬県の業者は入札に参加

したのか。 

（事務局） 

 結果として、さいたま市内の業者のみが参加しました。 

（委 員） 

 群馬県内の業者を含め、公報の方法はどのようにしているのか。 

（事務局） 

 本案件は一般競争入札であるため、市のホームページで広く周知している事案になります。 

 

・議案第１号その２ 

（委 員） 

 落札者の住所が大阪市になっているが、本社との契約になるのか。 

（事務局） 

 お見込みのとおりです。 
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（委 員） 

落札業者は、先ほどの入札参加停止業者と同一業者か。 

（事務局） 

 お見込みのとおりです。入札参加停止前に入札・契約を行った案件になります。 

（委 員） 

 入札に参加した業者が１件とのことだが、特殊性が高い案件なのか。 

（事務局） 

 清掃施設工事業は特殊性が高いものになります。当該施設を工事施工した会社であることも大きい 

と思われます。 

（委 員） 

 当該施設を工事施工した会社でないため、他の会社は敬遠した可能性もあるのか。 

（事務局） 

 可能性はあります。 

 

・議案第１号その３ 

（委 員） 

 入札及び契約過程に単体企業である株式会社渡邉組と特定共同企業体の渡邉組は同一業者か。 

（事務局） 

 本案件は、特定企業体であることを入札参加条件としており、代表構成員のＩＣカードを利用した

電子入札を実施しましたが、当該業者は誤って単体企業として入札参加してしまったため、１者のみ

単体企業で記載があるものになります。なお、一度電子入札に参加すると、取消等もできないため今

回は特定共同企業体のその他構成員として参加したものになります。 

 

・議案第１号その４ 

（委 員） 

 全者同一金額になり、電子くじになった理由は何か。 

（事務局） 

 材料の単価を公表していることや、積算能力の向上が理由と考えます。 

（委 員） 

 変更契約をした理由は何か。 

（事務局） 

本工事は概算数量発注方式のため、当初の標準土被りの設計と現場の差異が生じ土工が増工となり、

変更契約を行っております。 

（委 員） 

 変更が契約を前提としているが、事務局側の手間も増えると思うがどうなのか。 

（事務局） 

 設計後に最新の単価を入れなおす作業を行っていますが、職員のミス防止などの観点からも事務量

が増えていました。本案件の工事担当者にヒアリングしたところ、事務量は減ったと感じる旨の回答

がありました。 
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【議案第２号 工事請負契約に係る審議（総合評価方式）】 

・議案第２号その１ 

意見・質問なし 

 

・議案第２号その２ 

（委 員） 

 金額と評価の兼ね合いの一般論を知りたい。 

（事務局） 

 企業や配置予定技術者等の技術能力を評価点として、それを入札金額で割ったものを評価値として

います。 

（委 員） 

 技術評価は毎年変わるのか。 

（事務局） 

 毎年見直しは行うが、変更するとは限りません。 

（委 員） 

 工事の種類によって評価項目が変わるのか。 

（事務局） 

 水道局では特別簡易型の総合評価を実施しており、その形式であれば評価項目は同じです。 

 

 

 

 


